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　どんなに歯科医学が進化したとして

も，本来人間が有する天然歯よりも優

れた人工歯は存在しない．

　最後の最後まで天然歯を残したいと

いう，強い信念で日々診療をしている

つもりであるが，どうしても困難な場

面に直面する．それが歯根破折であ

る．ひとたび歯根破折が発見される

と，そのとたんに保存学の基本セオ

リーは通用しなくなり，目の前に大き

く「抜歯」という選択肢が現れる．患

者にとっては痛みとともに一本の歯を

失うことを意味し，術者にとっては現

代歯科医学ではどうすることもできな

いという，やりきれない敗北感を感じ

させられる瞬間である．歯根破折歯へ

の確実な保存療法の確立は，その症例

数の多さからも，これからの歯科医学

における最も重要なテーマであると強

く感じる．

　この難しい問題に対して，30 年以

上前より真正面から取り組み，膨大な

数の臨床症例とともに，その方法論か

ら基礎的背景に至るまでをも真摯に検

証してきた歯科医師が存在する．それ

が本書の著者である眞坂信夫先生であ

る．この書籍は，著者の長年にわたる

歯根破折歯接着修復の集大成であり，

数十年を経た実際の臨床経験から確立

した歯根破折歯の診査・診断から，破

折の状態による分類，そしてそれに応

じた細やかな術式の詳細や治療に必要

な器具・材料に至るまでのすべてが，

数多くの症例とともに詳細に解説され

ている．症例は 20 年を超える長期症

例も多数示され，一般に予後が厳しい

と考えられている歯根破折歯への見方

が変わる圧倒的な説得力がある．

　著者は，破折した歯が接着によって

元に戻るとは決して考えていない．破

折部の感染源を除去し，科学的根拠に

基づく高度な接着技術によって形態を

回復し，そして修復した破折歯の状態

を生物学的に受容しつつ，咬合に対し

て力学的に考慮した回復を行うこと，

そして必要に応じた術後の対応と適切

なメインテナンスの重要性を説いてい

る．さらに，このような難症例に対応

するためには，患者との信頼関係，特

に治療に関する説明と同意がきわめて

重要であることを強調されている．そ

のために必要な説明文書や治療に関す

る同意書等，実際に著者が使用してき

た生きた資料が惜しみなく公開されて

いることはきわめて貴重であり，読者

の一人として心から感謝する次第であ

る．このような深甚なる配慮があるか

らこそ，20 年を超える歯根破折歯の

長期経過症例を報告できるのだと感じ

た．

　歯根破折で抜歯となる歯は溢れてい

る．近年，アクセルソンらは歯を失う

原因が，齲蝕や歯周病から，歯根破折

にシフトしていることを報告した．そ

れは著者が 18 年前に予言したとおり

であり，その傾向は今後もさらに強ま

ることだろう．通常であれば諦めてし

まいそうな症例に着手し，患者の希望

を叶えようと挑む臨床医としての姿に

大きな感銘を受けた．

　抜歯を決断する前に，もう一手私た

ちにできることがある．それを実行す

るためには，何を知る必要があり，ど

のような手技が望ましいのか．本書は

これから歯根破折歯接着修復に携わろ

うとする歯科医師にとってのバイブル

であり，今後の歯科臨床，研究に大き

な示唆を与えるだろう．
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